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裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
参
照
条
文

一

裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）
（
抄
）

第
六
十
六
条

（
採
用
）

司
法
修
習
生
は
、
司
法
試
験
に
合
格
し
た
者
の
中
か
ら
、
最
高
裁
判
所
が
こ
れ
を
命
ず
る
。

②

前
項
の
試
験
に
関
す
る
事
項
は
、
別
に
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。

第
六
十
七
条

（
修
習
・
試
験
）

司
法
修
習
生
は
、
少
な
く
と
も
一
年
間
修
習
を
し
た
後
試
験
に
合
格
し
た
と
き
は
、
司
法

修
習
生
の
修
習
を
終
え
る
。

②

司
法
修
習
生
は
、
そ
の
修
習
期
間
中
、
国
庫
か
ら
一
定
額
の
給
与
を
受
け
る
。
た
だ
し
、
修
習
の
た
め
通
常
必
要
な
期

間
と
し
て
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
期
間
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

③

第
一
項
の
修
習
及
び
試
験
に
関
す
る
事
項
は
、
最
高
裁
判
所
が
こ
れ
を
定
め
る
。

（
注
）
第
六
十
七
条
第
一
項
は
、
司
法
試
験
法
及
び
裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
に
よ
る
改

正
後
の
規
定
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
施
行
予
定
）
で
あ
る
。

第
六
十
八
条

（
罷
免
）

最
高
裁
判
所
は
、
司
法
修
習
生
の
行
状
が
そ
の
品
位
を
辱
め
る
も
の
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
司
法

修
習
生
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
司
法
修
習
生
を
罷
免
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

二

国
の
債
権
の
管
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
抄
）
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（
履
行
延
期
の
特
約
等
に
係
る
措
置
）

第
二
十
六
条

歳
入
徴
収
官
等
は
、
そ
の
所
掌
に
属
す
る
債
権
に
つ
い
て
履
行
延
期
の
特
約
等
を
す
る
場
合
に
は
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
担
保
を
提
供
さ
せ
、
か
つ
、
利
息
を
附
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
四
条
第
一
項
第

一
号
に
該
当
す
る
場
合
、
当
該
債
権
が
第
三
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
債
権
に
該
当
す
る
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る

場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
担
保
の
提
供
を
免
除
し
、
又
は
利
息
を
附
さ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２

歳
入
徴
収
官
等
は
、
そ
の
所
掌
に
属
す
る
債
権
（
債
務
名
義
の
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
履
行
延
期
の
特
約
等

を
す
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
債
権
に
つ
い
て
債
務
名
義
を
取
得
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
（
抄
）

附

則

第
十
四
条

裁
判
官
の
報
酬
等
の
応
急
的
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
）
は
、
こ
れ
を
廃
止
す

る
。
但
し
、
司
法
修
習
生
の
受
け
る
給
与
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

四

廃
止
前
の
裁
判
官
の
報
酬
等
の
応
急
的
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（
抄
）

第
八
条

司
法
修
習
生
の
受
け
る
給
与
の
額
は
、
当
分
の
間
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

前
項
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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３

司
法
修
習
生
に
は
、
第
一
項
の
給
与
の
外
、
当
分
の
間
、
一
般
の
官
吏
の
例
に
よ
る
給
与
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条

裁
判
官
の
報
酬
及
び
司
法
修
習
生
の
給
与
等
に
関
す
る
細
則
は
、
最
高
裁
判
所
が
こ
れ
を
定
め
る
。


